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26.発見動機到醇結核韮の重痘度について
有賀光  (}iJ鉄)
諦結核症の減少した現在，集団検診をいままでのよう
に継続すべきか，どうか再検討されるべきことが要求さ
れている。そこで1977年 4月よヲ 1979年 9月までに当読
内科外来に受診した肺結核患者について，自覚症状によ
り受診して発見されたお剖，検診で発見された 16例とに
分けてその重症度を比較してみた。
それによると，自覚症状によ予発見された群の方が設
診で発見されたものよ予，病変のひろが予のひろいもの
が多かった。また塗抹検査で結該菌揚性のものは前者で 
13例中 9例，後者で16伊i中 31列で、あった。また自覚症状
による発見群で辻 7人が入院治療をおこなった。検診発
見では 1例で、あった。以上より自覚症による発見群の方
が重症が多かった。しかし検診の精度が悪く，重症空洞
例となって検診発見されたものもある。務度をよくし，
対象を限定しつつ，集自検診はつづけられてよいと患
っ。 
27.自然気胸の研究
武野良仁 (13産玉)il)
自然気胞は肺癌と詞じく，近年その増加が注目される
疾患のひとつで、ある。数年前より我々は厚生省，環境JT
等の研究班において，とくにその治療法の研究を続行し
ている。青年に女子発する自然気檎の成因比気腫佳のう
抱からの空気もれであることが暫明し，従ってその治療
はその小孔をふさぐことにあるというのが治療の中心で
ある。現在は，そのために生体接着剤の撞，電気疑臣告
を需発し，良い成積をあげている。 
28.高齢者間胸例の検討
和担源司，半沢構，小林廷年
(県西部浜悲医療センター麹部外科〉
高齢者関腐術は困難な手術の一つで、ある。当施設にお
ぜる 70歳以上の関鞠到，特に諦癌症備中心に験討した。
過去 3年間京発性肺惑は 134例で， 70歳以上は 60例で，
そのうち 13倒に手術撞行した。肩平上皮癌 8倒，鰻癌 5
剖で，肺葉切諒 9伊tl，肺葉切除兼讃隔摸及び胸壁合静切
鈴各エイ持，気管支形成を律なう区域切除 l新jで，衝後諦
炎で1613自に死亡した l倒を議き，経詩的;こ橋接合評症
は回復した。適応を選べば，高齢者と云えども，手術に
ふみきるべきと考える。 
29.気管・気菅支形成街・衝後の問題点
小山 明(結核研究所掛属病院・外科〉
退去  2年間に 10例の気管・気管支形成街を行った。時
癌 7{!礼気管支平滑窮1重，気管支結核，甲状膿癌の気管
浸潤各 1剖である。捺後，無気肺辻 2例にみられ，他に
気管支鏡下落療援引を 2梶に行った。縫合不全はなく，
吻合部狭窄も臨床土問題になった痘慨はない。肺癌症例 
2例が血行転移によ予死亡したが昂所再発辻みられなか
った。術後跨機能は換気酉は良好であるが車涜の邑復は
遅延する額向が見られさらに長期の追跡が必要である。 
30.当践における関む福助手段の変霊
小林晴夫，中村常太郎，仲間勲生
南波美伸，遠譲毅 (県立鶴舞〕
当践における 1380倒の関心錆の祷助手段を検討した。
初期は幼小児の先天d性心疾患が大部分であったため単純
抵体温法に依る循環停止下で関心街をおこなった。その
後，後天d性弁護疾患の増恕，年齢講成の多様化，より複
雑な心奇形への手指適応の拡大等で，現在では鉢外循環
法及び体外循環超抵体温法を幸子わせておこなうようにな
った。その遅択基準は単一心奇形で体重 15kg以下:低
件温詮 (26%)，接雑心奇形:併用法 (20%)， それ以
外:体外錆環法 (74%)である。
